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学長，元国連合同エイズ計画 (UNAIDS) 事務局長Peter 
Piot博士および同大学院人類学教授，ワクチン信頼プロ
























彼女は以前，UNICEF (国際連合児童基金 ) のGlobal 
Immunization Communication (世界予防接種通信 ) を率
い，GAVI (ワクチンと予防接種のための世界同盟 ) の
Advocacy Task Forceの議長を務め，WHO SAGE (ワクチ
ンと予防接種のためのWHOへの主要な諮問グループ ) 
の反予防接種運動に対する提言をまとめました．現在，




講演1： 100 years on from the Spanish Flu: Are We 




(米国：1万5千人以上の死者 ) ，香港風邪 (70万人以上の
死者 ) ，HIV (3,000万人以上の死者 ) ，SARSコロナウイ



































国 (特にフランス，アメリカ ) における最近の麻疹の流
行や，フィリピンやインドネシアにおける反デング熱ワ
クチン運動を例に，科学的なデータに基づいたワクチン
接種の有効性・安全性の啓発の重要性が強調されました．
　日本においても，子宮頸がんワクチン接種の勧奨中止
が継続されたままであり，これらの問題解決の困難さが
認識されました．
　ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院は，公衆衛生と国際
保健の分野で世界を主導しており，この分野を目指す多
くの研究者や学生が世界中から集まってきます．今回，
ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院のPiot院長先生と
Larson教授のご講演を金沢で聴講でき，学生や若手研究
者は多いに満足したようでした．また，多くの学生・研究
者が両先生との講演後の討議を楽しんでおりました．
